
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《かんがえる子   わざをみがく子   きれいな心の子   たくましい子》 

 

学 校 だ よ り 

か わ き た 
令和７年１１月２８日 

川北町立川北小学校 

校長  笹谷 真理子 

今年度の道徳研究を発表しました！ ご協力ありがとうございました！ 

～令和７年度石川県教育委員会指定「いしかわ道徳推進事業」推進校研究発表～ 

 いよいよ今学期も 12 月を残すのみとなりました。月初めは 5 年生県評価問題や全学年で

町の学力調査が行われます。家庭学習強化週間もあります。これまでの学習で苦手なところ

を復習し、自信をもって取り組めるよう、ご家庭でも子どもたちのサポート、声かけをお願

いいたします。学校でもしっかりしめくくりたいと思います。 

 引き続きインフルエンザ等感染症にも気を付けて、元気に冬休みを迎えられるようご協力

をお願いいたします 

11 月 27 日、「いしかわ道徳推進事業」推進校研究発表が川北小学校で行われました。 

年度当初より、岐阜聖徳学園大学の山田貞二教授をはじめ、小松教育事務所の先生方

にご指導を受けながら、道徳教育の充実に向け、全職員で研究をすすめてきました。 

 授業はもちろん、授業を支える温かい学級、人間関係づくり、目標に向かって粘り強

く努力し認め合う場づくり、家庭や地域とのつながりづくりなど日常の学校生活と道徳

科の学びがつながるよう意識して取り組んできました。 

 発表会では、1 年生、3 年生、5 年 1 組の 3 クラスで公開授業を行い、県内からたく

さんの先生方が授業を参観されました。 

 授業の中で、友達の発言を温かい反応で受け止める姿、友達の意見と自分の意見を比

べ考える姿、ゲストティーチャーの話に真剣に耳を傾け新たな価値に気づく姿、役割演

技を通して自分事として考える姿など、学びに一生懸命向かういい姿を参観者の方に見

ていただくことができました。 

 インフルエンザの流行が心配される中、保護者の皆様には、お子様の体調管理にご配

慮いただきありがとうございました。 

 今回の発表会で学んだことを、今後の授業や教育活動に生かし、道徳教育の一層の充

実に努めていきます。 

 

今学期のしめくくり 12月 


